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1 ．アカデミック・リンクとは何か
アカデミック・リンクとは、千葉大学が掲げる

新しい学習・教育コンセプトで、「生涯学び続け
る基礎的な能力」「知識活用能力」を備えた「考
える学生」の創造を目的としている。この大目的
を達成するために、千葉大学では附属図書館、統
合情報センター、普遍教育センターが協力し、学
生が自ら問題意識を持って自発的に学ぶことがで
きるように、「『学習とコンテンツの近接』による
能動的学習」の実現を目指している。

そしてこれを生み出すため、「アクティブ・ラ
ーニング・スペース」「コンテンツ・ラボ」「ティ
ーチング・ハブ」の 3 つの機能を打ち出した1 ）。
このうち、新しい学習空間づくりに係るのは「ア
クティブ・ラーニング・スペース」の機能である。

また附属図書館と協働してアカデミック・リン
クの実現を目指す教員組織として、アカデミッ
ク・リンク・センター（以下「ALC」）が2011年 4
月 1 日に設立された。図書館における 3 つの機能
の実現のため、ALCの教員と図書館職員は協働し
て 7 つのプロジェクトの推進にあたっている。

2 ．アクティブ・ラーニング・スペースとは
本学図書館は、もとは現在Ｌ棟・Ｋ棟（旧名新

館・旧館）と呼ばれている二つの建物だけだった
が、複数年にわたって増築と改修を行い、現在は
Ｎ棟・Ｉ棟も加わって計 4 棟となっている。

従来の学習空間は個人での学習を前提とし、静
寂が求められてきた。しかし中央教育審議会によ
ると、「学修者の能動的な学修への参加を取り入
れた教授・学習法」2 ）としてアクティブ・ラーニ
ングが定義され、それを実現する場、つまりアク
ティブ・ラーニング・スペースとしての大学図書
館の機能が見直されつつある。

これらを踏まえ、本学図書館の計 4 棟ある建物
は、それぞれ違ったコンセプトを持っている。

Ｌ棟：黙考する図書館
（一人で静かに読書・思考するための静寂空間）

Ｉ棟：研究・発信する図書館
（研究開発・コンテンツ制作の拠点）

Ｎ棟：対話する図書館
（アクティブ・ラーニング・スペース）

Ｋ棟：知識が眠る図書館
（伝統的な書庫的空間）

アクティブ・ラーニング・スペースとして機能
しているのはＮ棟で、学生がさまざまな資料、コ
ンテンツ、情報通信技術、あるいは学習を支援す
る人々を最大限活用しながら、グループ学習を行
うのにふさわしい場所として、また自らの学習の
成果を公表する場として、学生や教職員の利用に
供している。設備面で特徴的なのは、Ｎ棟各所に
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キャスターつきのテーブル・いす・ホワイトボー
ド（以下「可動式什器」）を配備し、利用者がこれ
らを自由に動かすことができることだ。Ｎ棟では
これらの工夫により利用者による活発な話し合い
が生まれ、従来の図書館では難しかった能動的な
知的活動が生まれる。

またＮ棟は、なるべく壁やしきりを取り除いた
オープンスペースとし、従来は閉鎖空間で行われ
がちだった知的活動を、不特定多数の利用者に開
放する空間をつくりあげた。これはアカデミッ
ク・リンクで重視される「見る」「見られる」関
係の構築を目指したもので、学習者が他の学習者
の様子を見ることで、新たな刺激を受け、自らの
知的活動を活性化させるものである。

3 ．Ｎ棟の特徴的な施設
Ｎ棟には、下記 5 つの特徴的な施設・空間がある。
3 . 1 　プレゼンテーションスペース（Ｎ棟 1階・
入館ゲート外）
約60名が着席できる階段状の空間で、さまざま

な発表や講演を開催できる。イベント開催中でも
興味を持った通りがかりの人がスペース外から気
軽に入ってこられるオープンスペースである。ま
た天井には録画用カメラが設置され、これを用い
て発表内容を録画することができる。

このスペースは各種セミナーやガイダンス、研
究発表会に用いられている。特にALC主催のシ
ョートセミナー「1210あかりんアワー」は、授業
期間中の火・金曜日の昼休みに開催されるミニイ
ベントで、学内の教職員や卒業生に講話を依頼し
ており、好評を博している。

3 . 2 　ブックツリー（Ｎ棟各階）
アカデミック・リンクのコンセプトに従ってつ

くられた「見せる」書架である。Ｎ棟の東西を 1
階から 4 階まで貫く構造体（柱）の各辺 9 m× 4 面
の外壁を整備した。利用者の利便性を重視し、留
学生用図書コーナー・ライティング支援コーナ
ー・パソコン関連図書コーナーといったテーマご
との配架を行っている。

Ｎ棟 1 、 3 階東側のブックツリーは、展示スペ
ースとした。学生サークルや研究室に貸出し、写
真・生花・書道・設計模型などの展示が行われる。

入口から近く最もアクセスのよいＮ棟 2 階東側
の ブ ッ ク ツ リ ー は、 授 業 資 料 ナ ビ ゲ ー タ

（PathFinder）に掲載された図書を配架した。こ
れは教養展開科目や文学部の一部の科目について、
初学者向けの概説書を教職員が選んで配架したも
ので、学生が気軽に手にとれるようにしている。

3 . 3 　コミュニケーションエリア（Ｎ棟 2階）
Ｎ棟で可動式什器が利用できる最も広いスペー

スで、学生たちからの人気は高い。
このエリアには、 3 種類の学習支援デスクを設

置しており、学生の質問を受け付けている。すな
わち、調べ物相談デスク（図書館職員）、分野別学
習相談（大学院生のスチューデント・アシスタン
ト）、オフィスアワー（教員）の 3 つである。

3 . 4 　グループワークエリア（Ｎ棟 3階）
50台の学生用パソコンが設置されているエリア。

可動式什器を用い、複数の学生が同じ画面を覗き
こみながらグループ学習を行うことができる。

3 . 5 　グループ学習室（Ｎ棟 4階）
空間としてはよそから隔絶した個室であるが、

中の様子を外から見ることができる四方ガラス張
りの部屋。「見る」「見られる」ことを重視した構
造になっている。 3 人以上から予約可能。討論を
要する学習や模擬授業等に用いられる。

これらのアクティブ・ラーニング・スペースは、
単に利用者に対して提供されるだけではなく、
ALCのプロジェクトの一環である情報利用行動
定点観測プロジェクトにおいて利用者の行動観測
を行う場でもある。このプロジェクトについて、
次項から説明する。

4 ．情報利用行動定点観測プロジェクト
このプロジェクトの目的は「学生の学習行動と
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学習成果の関連を、情報利用行動と、学習／生活
空間の利用状況から継続的・横断的に検証する」
ことである。ここではその中で行われた 5 種の調
査について、「学習空間」に焦点をあてて紹介する。

4 . 1 　千葉大学学習状況・情報利用環境調査 3 ） 

（大学での学習・情報利用）
この調査の目的は「千葉大学学生の日常的な学

習環境・学習行動・生活時間・情報利用に関する
基礎データを得ること」である。図書館の主な利
用者である千葉大学の学生というのは、そもそも
どういった学生なのか、という基本的なデータを
得るためにこの調査を行った。調査にはウェブア
ンケートを用い、千葉大学の全学部学生約11,000
名を対象とした。有効回答数は2012年度1,026件、
2013年度961件と、対象者の約 1 割の回答を得る
ことができた。

調査項目は 1 ）学習・生活空間の利用に関する
設問、 2 ）情報利用行動に関する設問、 3 ）附属図
書館の利用状況、の 3 つに分けられている。具体
的な項目としては、授業の出席頻度、勉強をする
場所、電子機器の所有状況、情報源選択にあたっ
ての基準、附属図書館の利用頻度・時間帯・サー
ビス認知など、図書館に関わることだけではなく
学生生活全般に関わる事柄について調査を行った。

その調査結果として、学生の学習行動について
は、学年が進むにつれて課程学習とは違った、授
業とは必ずしも関連しない活動が多々行われてい
ることがわかった。附属図書館の新しい学習空間
については、会話可能なエリアも静寂なエリアも
それぞれを好む学生がほぼ同じ割合おり、どちら
の空間も求められている、ということがわかった。
さらに、図書館が改築された2012年度以後に入学
した学生にとっては、図書館で「複数人で学習す
ること」が自然なこととして受け入れられており、
入学年度によっても学習行動に違いがみられた。
一方、課題として、図書館のサービスの認知度の
低さ、というのも明らかになった。

4 . 2 　フォーカス・グループ・インタビュー（図
書館での学習・情報利用）
この調査の目的は、図書館の新しい学習空間や

サービスについて、「改築の前後で、図書館の利
用がどのように変化したか」を探ることである。
調査は2013年 2 月、改築前と後両方の図書館利用
経験を持つ学部学生22名を対象として行った。こ
の22名を 5 グループに分け、それぞれのグループ
ごとに 1 ～1.5時間のインタビューを行った。

分析結果から、図書館改築後の学習空間では、
はじめから「意図的に個人学習とグループ学習を
行き来する学習スタイル」と、はじめは個人学習
のために来館したものの「偶然居合わせた仲間が
つぎつぎに加わり、自然にグループ学習へ移行す
る学習スタイル」の 2 つがあることがわかった。
さらに、学習空間と資料が近接していることによ
り、「図書館」という空気がある程度の秩序と規
範を生み出している、ということもわかった。附
属図書館の職員達は、会話可能なエリアにおい
て、学生達の行動をむやみに規制することはせ
ず、常に見守る姿勢をとってきた。その姿勢がこ
のような空気を生み出す要因の一つになったので
はないか、ということも推測できる。

4 . 3 　定点カメラ、赤外線センサーによる館内
動態調査（図書館での学習空間の利用）
この調査の目的は学生の学習行動を定点観測

し、静寂空間とアクティブ・ラーニング・スペー
スの移動動向を探ることである。

定点カメラによる調査は、Ｎ棟 2 階コミュニケ
ーションエリアの天井に設置された防犯カメラを
使用して行った。このエリアには、長方形型、ク
ローバー型、半円型の 3 種類の机が置かれている。
調査期間中、2013年 7 月 1 日から 8 月 9 日まで、
図書館の開館時間中30分に 1 枚このエリアを上か
ら撮影し、利用者はどの形の机をどのように移動
しているのか調査した。撮影した画像をもとに空
間を 9 分割して、それぞれの着席者数をカウント
する、という形で分析を行った。傾向として、中
心の方よりも周辺にある机の方が着席者数が多い、
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ということ、また長方形の机よりもクローバー型
のような不安定な形をした机の方がよく動かされ
ていることがわかった。

赤外線センサーを使った動態調査については、
自動計数型の赤外線センサーおよびカウンター
を、 1 ）Ｎ棟 1 階の正面玄関付近、 2 ）Ｎ棟 1 階の
Ｉ棟側入り口、 3 ）Ｎ棟からＫ棟への 1 ～ 3 階に
ある各通路、 4 ）Ｋ棟からＬ棟への 1 ～ 3 階にあ
る各階通路、の合計 8 か所に設置し、図書館の入
館者がどの棟に移動しているのか調査した。Ｎ棟
が開館した2012年 4 月に作動を開始し、Ｌ棟の改
修工事が始まった2013年 9 月までデータを収集し
た。

現時点の分析では、入館者のうち 5 割前後が静
寂空間であるＬ棟まで移動していたこと、また休
業期間中はＬ棟の利用割合が増えていることがわ
かった。

4 . 4 　ブックトラック、RFIDを用いた図書利用
状況調査（図書館でのコンテンツ利用）
これらの調査の目的は貸出データには表れない

館内資料の利用状況を探ることである。
ブックトラックを用いた調査では、2013年 1 月

22日から 2 月15日の間、Ｎ棟の 3 か所に「ご利用
になった本はここへおいてください」という張り
紙をしたブックトラックを設置した。設置場所は、
Ｎ棟 2 階のコミュニケーションエリアの東側と西
側にそれぞれ 1 台ずつ、Ｎ棟 3 階グループワーク
エリアのＫ棟へ続く通路付近に 1 台、の計 3 か所
である。ブックトラックに置かれた本は、決めら
れた時間に職員が回収してバーコードの読み取り
作業を行い、どこにどのような本が置かれていた
か、ということを記録した。調査結果については
分析中だが、Ｎ棟 3 階に多くの図書が置かれてい
たことから、パソコンが設置してあることと図書
の利用状況に関連性がある、という仮説が立てら
れている。また、今後は置かれていた図書の分類
ごとの分析、ブックトラックへの返却回数と貸出
回数との相関についても分析予定である。

RFID（Radio Frequency Identification）による

調査については、Ｎ棟 2 階ブックツリーに置かれ
ている授業資料ナビゲータを利用して行った。授
業資料ナビゲータの全ての資料にはRFタグが入
っており、資料が書架から何回離れたかを計測で
きるようになっている。こちらの調査についても
結果は分析中だが、貸出回数がゼロである資料は
手に取られた回数も極めて少ないか、というと必
ずしもそうではない、という結果が出ている。貸
出回数だけではなく、「手に取られた」利用も含
めて分析をすることにより、今までわからなかっ
た資料の利用が見えてくると考えられる。

4 . 5 　フォトボイス（大学内外での学習・情報利
用）
この調査の目的は、学生の学習行動を知り、必

要とされている環境・サービスを探ることである。
4.2のフォーカス・グループ・インタビューの調
査で実際に学生の声を聞くことにより、学生の学
習の多様さを知ることができた。それを踏まえて、
この調査では、学生自身が撮影した学習状況の写
真を用いてインタビューを行った。調査方法とし
ては、学生にデジタルカメラを貸与し、2013年 7
月～ 8 月のそれぞれに定められた期間に各自撮影
を行い、その写真を基に 1 ～1.5時間程度の個人
インタビューを行った。撮影については、図書館
で学習をしているときは30分毎、図書館外の学習
の際には学習開始時と任意のとき、というように
指定をした。

学生が自ら撮影した写真と、その後のインタビ
ューの分析結果から、どのような環境・コンテン
ツ・サービスが学生に求められているかが見えて
きた。まず、個人学習席、複数人で学習できる場
所両方の充実、それから基本書、専門書両方の充
実、情報に偶然出会うためのきっかけづくりにな
るような機会の提供、各自の専門や将来に関連し
た活動の機会と、それに関する情報、成果発表の
場などである。学生の学習の多様さに応えるため
に、図書館としてどういった環境を整備し、コン
テンツやサービスを提供していけば良いのか、こ
れからも考え続けていく必要がある。
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5 ．調査結果から
複数の調査結果から、学生には静寂空間とアク

ティブ・ラーニング・スペースの両方が求められ
ている、ということが明らかになった。また、主
にインタビュー調査の結果から、「見る」「見られ
る」空間が相互に学生の学習意欲を刺激し、プラ
スの効果を生んでいる事例の存在を知ることがで
きた。さらに、自由度の高い空間で学生達は個人
の学習席とグループワークが行えるスペースを使
い分け、教え合いの活動をしながら学習している
ことがわかった。複数の調査結果から、いかに学
生の学習が多様かが明らかになり、図書館はその
多様さに応えることが求められている、というこ
とを認識することができた。

6 ．今後の課題
今後の課題としては、一連の調査について、継

続中のものについてはさらにデータを取得するこ
と、調査が終了したものについてはデータの分析
を進めその結果をまとめることが挙げられる。ま
た、一連の調査の中で図書館のサービス、特に学
習支援デスク等のＮ棟開館後に始めた人的サービ
スの認知度が低い、ということが課題としてわか
っている。サービスの認知度の低さの理由、その
改善についてはこれから考えていく必要がある。
さらに、今回の一連の調査は、図書館員が直接学
生の学習の様子を見て、その声を聴く、という貴
重な機会にもなった。今後も、利用者の行動を見
る・聴くということを意識し、利用者サービスの

改善に活かしていきたい。
千葉大学附属図書館は現在Ｌ棟を改修中であり、

10月 1 日にリニューアル開館を予定している。一
連の調査の結果も踏まえて、静寂空間と共にアク
ティブ・ラーニング・スペースを増設し、電動集
密書架の増設によってコンテンツの拡充を予定し
ている。Ｌ棟のリニューアル開館によって新しく
できた学習空間についても、継続して調査を行っ
ていきたい。

（なかはら　ゆみこ、いせ　さちえ）
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（参照2014- 7 -24）

3 ）アカデミック・リンク・センター．“千葉大
学学習状況・情報利用環境調査集計報告書”．
千葉大学アカデミック・リンク・センター．
http://alc.chiba-u.jp/research.html （参照2014-
07-30）



千葉大学アカデミック・リンク ―学生たちは新しい学習空間をどのように利用しているのか―
中原　由美子・伊勢　幸恵（千葉大学附属図書館利用支援企画課）

大学での教育では、静寂空間での個人学習ではなく、会話可能空間でのグループ学習が見直さ
れつつある。本稿では千葉大学附属図書館で行われているアクティブ・ラーニングを重視した空
間づくりの取り組みを紹介し、新しい空間を利用した学生の学習行動調査について報告する。
















































